
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 
３０８ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語研究α 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 基礎現代文 大学入学共通テスト対策新装版（尚文出版） 

副教材等 
古文単語 330三訂版（いいずな書店）新訂版最新国語便覧（浜島書店） 

読解をたいせつにする要点ﾌﾟﾗｽ体系古典文法 改訂版（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代文の問題を読み解く力をつけるために、基本的な語彙を増やすとともに、解答へのアプローチの仕方を演習に取り

組みながら身に付けていく。また、論理的な思考力や幅広い視野を持つために、新聞記事を読んだり、小論文を作成し

たりする課題に取り組む。古典では、まず語彙や基本的な文法事項の定着を徹底し、それを基に読解できる文を演習

で取り組む。 

 

２ 学習の到達目標 

・現代文を的確に理解するための論理的な思考力を培う。 

・自己の主張を明確にし、わかりやすく説得力を持って表現できる力をつける。 

・様々な現代文を読むことで、問題を読み解くための読解力を養う。 

・古典の基礎的な語彙力と古典文化に親しむ心を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 



※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

伝統的な言語文化および言葉の
特徴やきまりなどの理解を深め、

知識を身に付ける。 
実社会において理解したり表現し
たりするために必要な語句の量を
増やすとともに、語句や語彙の構
造、用法及び表記の仕方などを
理解し、文章から読み取る力を育

成する。 

古典を読んで思想や感情などを的確に
捉え、その価値を考察したり、自分の考え

を深めたり発展させたりしている。 
論理の展開を様々な観点から予測する
知識や視野の広さを獲得し、実社会の
事柄に重ねたり比較したりする多面的、

多角的な読解ができる。 
関心を持った事柄に関して、関連する情
報を集めて的確に整理し、自分の主張を

根拠をもってまとめる。 

古典の読解力を積極的に養うとと
もに、古典文化についての理解や関

心を深めようとしている。 
社会的な話題について積極的に情
報取集し、必要な情報を自分事と
して捉え、考察を深めることができ
る。自分の考えを的確な言葉、表
現、構成でまとめ、発表することがで

きる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学
期 

評論 
ａ論理的文章を読むのに必要な語彙力

を増やす。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとら

え、論点を明確にしながら要旨を把握

している。 

ｃ：学習課題にそって積極的に解き方

のアプローチを習得しようとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ノート 
［教材］ 『生きる意味』 

『南極で考えたこと』 

『絵筆のいらない絵画教室』 

『日本語案内』 

小論文 

ａ：論理的文章を書くのに必要な小論

文をかくための構成やコツを知り、語

彙力を増やす。 

ｂ[書]：小論文作成の練習課題に取り

組み、多面的・多角的な視点から自分

の考えを見直したり、根拠や論拠の吟

味を重ねたりして、主張を明確にして

いる。 

ｃ：積極的、自発的に自分の意見を書

こうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

課題作品 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

課題作品 

観察 ［教材］ﾜｰｸｼｰﾄ 

小説 

ａ：文学的文章を読むのに必要な語彙

力や表現技法の知識を増やす。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、内容

や構成、展開、描写のしかたなどを的

確にとらえている。 

ｃ：・作品に興味をもち、文章の構成

や表現の工夫について考えながら読み

味わおうとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ノート ［教材］『water』 

『鍋の中』『ラジオデイズ』 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （         ）時間 

二
学
期 

評論 
ａ論理的文章を読むのに必要な語彙力

を増やす。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとら

え、論点を明確にしながら要旨を把握

している。 

ｃ：学習課題にそって積極的に解き方

のアプローチを習得しようとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ノート 
［教材］『不幸な国の幸福論』 

『日々の生活にこそ実を』 

『読書力』 

『名前と人間』 

小説 

ａ：文学的文章を読むのに必要な語彙

力や表現技法の知識を増やす。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、内容

や構成、展開、描写のしかたなどを的

確にとらえている。 

ｃ：・作品に興味をもち、文章の構成

や表現の工夫について考えながら読み

味わおうとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ノート ［教材］『ららのいた夏』 

『利休にたずねよ』 

『アムリタ』 

小論文 

ａ：論理的文章を書くのに必要な小論

文をかくための構成やコツを知り、語

彙力を増やす。 

ｂ[書]：小論文作成の練習課題に取り

組み、多面的・多角的な視点から自分

の考えを見直したり、根拠や論拠の吟

味を重ねたりして、主張を明確にして

いる。 

ｃ：積極的、自発的に自分の意見を書

こうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

課題作品 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

課題作品 

観察 ［教材］ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

三
学
期 

評論 
ａ論理的文章を読むのに必要な語彙力

を増やす。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などを的確にとら

え、論点を明確にしながら要旨を把握

している。 

ｃ：学習課題にそって積極的に解き方

のアプローチを習得しようとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ノート 
［教材］ 『日本とその形』 

『砂の文明、石の文明、泥の文

明』『映像論』 

 

三
学
期 

古典 

ａ：古文を読むのに必要な古語の語彙

力を増やす。文学史を把握し、全体的

な古典文化の流れを把握する。 

ｂ[読]：古文を読んで思想や感情など

を的確に捉え、その価値を考察したり

自分の考えを発展させたりしている。 

ｃ：古文を読む力を進んで高めるとと

もに、古典についての理解や関心を深

めようとしている。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

ノート ［教材］作成プリント 

（平安時代の文学作品） 
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  ・書くこと      …  （   ８     ）時間 

  ・読むこと      …  （   ２７    ）時間 


